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内　東住吉区は　26　件

今回は、臨南寺、長居公園、酒君塚古墳、阪堺線、駒川商店街、針中野中野鍼、中井神社

　　　　佛願寺,庚申街道、今川緑道、法楽寺の11か所を紹介します。

その他　長居公園の中にあるヤンマースタジアム長居と長居プール、模擬原爆の投下された
　　　　　
　　　　付近の石碑のある恩楽寺、周辺の古い長屋建築も紹介します。

都　市　景　観　資　源　（東住吉区）

地域のみなさんに親しまれ、地域の景観を特徴づけている
建造物、橋梁、樹木などの資源を大阪市都市景観条例に
基づき登録するもの

現在　大阪市全体で401件



東住吉区は、大阪市の南東部に位置する。区域の南北は約6.4 km、東西は約2.8kmで面積は9.75km2、

大阪市で8番目の大きさをもつ行政区である。また大阪府のほぼ中心に位置する。

人口は、125,859人（平成30年12月1日現在　推計人口）である。

1943年（昭和18年）15区から23区とするために、住吉区から分離する。1955年（昭和30年）に加美村、長吉村、瓜破村が編入

1974年（昭和49年）平野・喜連・長吉・加美・瓜破の各地域を平野区として分区（現在の24区となる）その際、旧東住吉区役所

が、平野区役所となったため、新しく東住吉区役所を設置した。

東住吉区



松原市に食い込む600メートル

阿麻美許曽（あまみこそ）神社までの参道。

「古来、この辺りは矢田村の一部で、氏神を阿麻美許曽神社に祭っていた」という。

矢田村は江戸期の大和川の付け替えで南北に分断され、1955年に大阪市に編入された。

川の北にも氏子が多くいたので、南の神社も参道を含め市の一部となった。

松原市

大阪市東住吉区

戦前、道の南端に鳥居が立っていた。

鳥居があった

阿麻美許曽神社

道沿いのタクシー営業所では、営業所は大阪市、奥の駐車場は松原市になっている。







長居公園の歴史

大阪競馬場

昭和39年5月

昭和23年11月

大部分が農地

臨南時の森の名残

ここに競馬場

現在









高架後高架前　開かずの踏切(定義・・ピーク時　1時間に40分以上開かない）

阪和線の高架(平成18年5月 4860m）



近鉄南大阪線の高架(昭和63年事業完了　3410ｍ）

高架した区域（針中野から阿倍野）

区間によって工事方法が変わった

JR阪和線の高架は、完全に別の土地
にて高架を行っているが、私鉄である
近鉄では、電車を動かしながらの
工夫した高架計画を行っている







アーケード

アーケード（英語: arcade）は、柱で支えられる連続したアーチやヴォールトを用いた通路や歩道、

または一続きのアーチが覆う歩道等の道路を指す言葉。（公道の上に屋根をかけている）

 公道上にかかるアーケードが取り付けられた商店街では、1951年（昭和26年）の福岡県小倉市

（現在の北九州市小倉北区）の魚町銀天街が初。

アーケードの1例（実際のものです）

基本柱位置は店舗と店舗の間→左右でそろっていない事が多い。
柱間隔が18.0ｍくらいになる事もある。
基礎下に杭（鋼管）を打ち、支えると共に1本柱の力を受けるようにしている。
基礎梁は、無い事が多い。

x方向は、トラスでつなぐ
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絵は、ネットから拝借しています。
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